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漫
画
『
馬
田
行
啓
と
小
野
光
洋
』 

―
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し
た
文
教
大
学
学
園
の
創
立
者
た
ち 

 

第
２
章
「
も
う
一
人
の
創
立
者
・
小
野
光
洋 

 

変
革
へ
の
パ
ワ
フ
ル
な
実
行
力
」
解
説 

 

一 

大
正
と
い
う
時
代
と
青
年 

小
野
光
洋 

小
野
光
洋
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
山
梨
県
東
八
代
郡
富
士
見
村
東
油

川
（
現
・
笛
吹
市
）
に
小
野
日
祥
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
幼
名
は
法

み
の
る

。
父
・
日

祥
は
、
日
蓮
宗
寺
院
の
住
職
を
務
め
る
人
物
で
あ
っ
た
（
甲
府
興
信
所
編
『
山
梨
人

事
興
信
録
』
第
三
輯
、
甲
府
興
信
所
、
一
九
四
〇
年
、

三
三
六
～
三
三
七
ペ
ー
ジ
）。 

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
山
梨
県
立
甲
府
中
学
校

（
現
・
山
梨
県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校
）
を
卒
業
し
た
。

そ
の
後
、
日
蓮
宗
大
学
（
現
・
立
正
大
学
）
補
習
科
に

入
学
し
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
日
蓮
宗
大
学

本
科
を
卒
業
し
て
い
る
（
漫
画
本
編
二
五
ペ
ー
ジ
）。
翌

二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
は
、
小
野
は
立
正
大
学
文
学

部
哲
学
科
に
再
入
学
し
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に

卒
業
し
た
。 

 

小
野
が
日
蓮
宗
大
学
に
入
学
し
た
時
期
は
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
で
あ
る
。
こ
の

時
期
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
大
衆
運
動
が
高
揚
し
、
政
治

や
経
済
の
み
な
ら
ず
、
生
活
面
に
お
い
て
も
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。 

 

後
述
す
る
日
蓮
宗
大
学
社
会
問
題
研
究
会
の
結
成
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
第
一
次

世
界
大
戦
期
の
日
本
に
お
い
て
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
半
ば
以
降
に
大
正
バ

ブ
ル
を
迎
え
た
（
漫
画
本
編
一
六
ペ
ー
ジ
）。 

日
本
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
戦
争
の
遂
行
に
よ
り
対
ア
ジ
ア
貿
易
か
ら
後
退
し
、

そ
の
時
機
を
捉
え
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
を
加
速
さ
せ
た
。
さ
ら
に
は
連
合
国
か
ら
軍
需

品
の
注
文
が
殺
到
し
、そ
れ
に
関
連
す
る
海
運
業
や

造
船
業
が
活
況
を
呈
し
、こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
好
景
気
と
な
っ
た
。急
激
に
富
裕
化
し
た

「
成
金
」
が
誕
生
し
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
で

あ
っ
た
。
も
と
は
将
棋
の
用
語
で
あ
り
、
歩
が
敵
陣

に
入
る
と
金
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
の
時
期
に
富
を

蓄
え
た
人
々
が
「
成
金
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
一
方
で
、
物
価
全
般
は
連
続
的
に
上
昇
し
、
と
り
わ
け
生
活
必
需
品
で
あ
る

米
穀
が
影
響
を
受
け
、
人
々
の
生
活
は
危
機
に
瀕
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
後
半
に
お

け
る
一
石
あ
た
り
の
年
平
均
米
価
を
み
る
と
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
は
一
八
円

五
七
銭
、
一
八
年
に
は
三
〇
円
一
銭
、
一
九
年
に
は
四
三
円
八
九
銭
と
断
続
的
に
上

昇
し
て
い
る
（
農
林
省
農
務
局
『
米
穀
要
覧
』
一
九
三
〇
年
、
一
七
ペ
ー
ジ
、
な
お
グ

ラ
フ
も
同
書
よ
り
作
成
）。 

な
お
、
米
穀
の
単
位
は
石
で
あ
り
、
容
量
で
は
約

一
八
〇
リ
ッ
ト
ル
、
重
量
で
は
一
四
〇
～
一
五
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
換
算
で
き
る
。
当
時
の
一
円
は
現

在
の
貨
幣
価
値
で
二
七
九
〇
円
と
な
り
、
一
九
二

〇
（
大
正
九
）
年
の
年
平
均
米
価
が
四
八
円
五
六
銭

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
約
一
三
万
五
四
〇
〇
円
に
相

当
す
る
。
よ
り
身
近
な
単
位
に
置
き
換
え
て
考
え

て
み
る
と
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
お
い
て
米
穀
は
一

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
販
売
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
で
約
九
〇
〇
〇
円
と
な
る
。
比
較
と

し
て
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
度
の
玄
米
価
格
が

約
二
五
五
〇
円
で
あ
り
、
単
純
な
比
較
は
難
し
い
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が
、
米
価
が
三
・
五
倍
と
な
っ
た
感
覚
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
七
月
、
富
山

県
の
漁
村
に
お
い
て
物
価
騰
貴
に
危
機
感
を
覚
え

た
漁
師
の
主
婦
が
集
会
を
開
き
、
米
穀
の
廉
売
を

唱
え
た
。
こ
れ
が
米
騒
動
の
発
端
と
言
わ
れ
、
翌
月

以
降
に
は
西
日
本
を
中
心
に
波
及
し
た
（
漫
画
本

編
二
六
ペ
ー
ジ
）。 

つ
ま
り
、
好
景
気
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
、
す
な
わ
ち

物
価
高
騰
が
、
人
々
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
次

第
に
社
会
運
動
が
高
揚
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
経

済
発
展
と
表
裏
一
体
を
な
す
社
会
の
矛
盾
を
、
同

時
代
に
生
き
た
小
野
が
肌
で
感
じ
取
り
、
社
会
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
そ
の
実
践

と
し
て
日
蓮
宗
大
学
社
会
問
題
研
究
会
に
参
加
を
決
め
る
の
で
あ
っ
た
。 

（
図
１
）
米
騒
動
の
発
生
と
伝
播
、（
図
２
）
八
月
一
三
日
の
岡
山
で
の
米
騒
動 

『
朝
日
ク
ロ
ニ
ク
ル
週
刊
２
０
世
紀 

日
本
人
の
１
０
０
年
』
五
七 

一
九
一

八-

一
九
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
二
日
、
八
ペ
ー
ジ 

 

      

  

   

二 

小
野
光
洋
と
日
蓮
宗
大
学 

 

日
蓮
宗
大
学
に
入
学
し
た
小
野
は
、
東
京
で
の
学
生
生
活
を
満
喫
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
片
山
日
幹
は
、
回
想
録
「
日
蓮
宗
大
学
時
代
の
思
い
出
」
に
お
い
て
、
小
野
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 

小
野
光
洋
氏
は
甲
府
か
ど
こ
か
山
梨
県
の
中
学
を
、
私
は
丹
波
兵
庫
県
立
柏
原
中

学
を
卒
え
て
、
大
正
八
年
四
月
共
に
補
習
科
へ
入
学
し
た
甲
州
、
丹
波
き
つ
す
い

〔
生
粋
〕
の
山
猿
で
、
当
時
の
出
立
た
る
や
、
手
織
り
の
木
綿
の
着
物
に
、
色
あ
せ

た
木
綿
の
紋
附
羽
織
に
、
小
倉
の
袴
、
ほ
う
ば
の
高
下
駄
、
共
に
見
お
と
り
し
な

い
山
武
者
で
あ
っ
た
」 

小
野
光
洋
先
生
追
憶
誌
編
集
委
員
会
編
『
小
野
光
洋
先
生 

私
学
人
と
し
て
の

足
跡
』
学
校
法
人
立
正
学
園
、
一
九
七
一
年
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
。 

 
 

 

資
料
で
は
、「
山
猿
」「
山
武
者
」
と
い
う
言
葉
ば
か
り
が

目
に
付
き
、
い
さ
さ
か
無
骨
な
男
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
が
、

詳
細
は
第
三
章
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
熱
い
志
を
持
つ

人
物
で
あ
っ
た
。
文
中
に
あ
る
「
小
倉
の
袴
」
は
、「
小
倉
袴
」

の
こ
と
で
あ
り
、
小
倉
織
で
仕
立
て
た
袴
で
あ
る
。「
ほ
う
ば

の
高
下
駄
」
と
は
、「
朴
歯
下
駄
」
の
こ
と
で
あ
り
、
歯
を
朴

の
木
で
作
っ
た
下
駄
の
こ
と
で
あ
る
。 

小
倉
袴
を
着
用
し
た
シ
ー
ン
は
夏
目
漱
石
の
小
説
『
彼
岸

過
迄
』
に
も
描
か
れ
、
そ
の
ほ
か
、
森
鴎
外
の
作
品
に
も
登

場
し
て
お
り
、
当
時
の
学
生
が
着
用
し
て
い
た
一
般
的
な
袴

で
あ
っ
た
。
小
倉
袴
の
ほ
か
に
、
羽
織
、
学
生
帽
、
紺
足
袋
、

朴
歯
下
駄
な
ど
は
、
学
生
の
服
装
の
定
番
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。 

 
 

図 1 

図 2 

図 3 小倉袴 図 4 朴歯下駄 
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（
図
３
）
大
丸
弘
・
高
橋
晴
子
『
新
聞
連
載
小
説
の
挿
絵
で
み
る
近
代
日
本
の
身

装
文
化
』
三
元
社
、
二
〇
一
九
年
、
三
七
七
～
三
七
八
ペ
ー
ジ 

 
（
図
４
）
難
波
知
子
『
近
代
日
本
学
校
制
服
図
録
』
創
元
社
、
二
〇
一
六
年
、
三
三

ペ
ー
ジ 

 

と
こ
ろ
で
、
小
野
は
、
日
蓮
宗
大
学
社
会
問
題
研
究
会
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
る

が
、
同
研
究
会
の
設
立
経
緯
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
不
二
出
版
『
戦
前

期 

仏
教
社
会
事
業
資
料
集
成
』
第
一
一
巻 

諸
宗
派
編
１
、
二
〇
一
三
年
、
解
題
三
～
四
ペ
ー

ジ
）。 

 

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
九
月
末
、
関
東
地
方

を
暴
風
雨
が
襲
い
多
数
の
罹
災
者
を
出
し
た
。

死
者
・
行
方
不
明
者
が
約
一
三
〇
〇
人
、
倒
壊
・

流
出
家
屋
約
四
五
〇
〇
〇
戸
と
い
う
甚
大
な
被

害
が
生
じ
、
そ
の
ほ
か
農
作
物
に
も
被
害
が
出

て
食
糧
品
の
価
格
が
大
暴
騰
し
た
。
罹
災
者
の

救
済
活
動
に
参
加
し
て
い
た
日
蓮
宗
大
学
本
科

三
年
の
学
生
が
「
社
会
問
題
研
究
の
必
要
」（『
大

崎
学
報
』
学
生
号
・
一
九
一
八
年
五
月
）
を
発
表

し
た
（
漫
画
本
編
二
七
ペ
ー
ジ
）。 

こ
れ
以
降
、
学
内
に
社
会
問
題
を
論
じ
る
研

究
会
を
結
成
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
二
月
に
日
蓮
宗
大
学

社
会
問
題
研
究
会
が
、
大
学
に
よ
り
正
式
に
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
研

究
会
の
設
立
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に

社
会
問
題
研
究
会
が
一
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
創
立
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

 

三 

馬
田
と
小
野
の
邂
逅 

 

立
正
学
園
（
現
在
の
文
教
大
学
学
園
）
の
創
立
者
で
あ
る
馬
田
と
小
野
の
出
会
い

は
、
立
正
大
学
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。 

 

大
学
の
昇
格
に
つ
い
て
は
第
一
章
の
解
説
文
で
も
言
及
し
て
い
る
が
、
馬
田
は
、

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
日
蓮
宗
大
学
社
会
問
題
研
究
会
の
会
長
に
就
任
し
て
い

る
。
同
時
に
、
馬
田
は
専
門
学
校
か
ら
大
学
に
昇
格
の
た
め
文
部
省
に
陳
情
書
を
提

出
し
て
い
る
。
大
学
昇
格
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年

に
制
定
さ
れ
た
「
大
学
令
」（
勅
令
第
三
八
八
号
）
で
あ
っ
た
。 

  
 

第
一
条 

大
学
ハ
国
家
ニ
須
要
ナ
ル
学
術
ノ
理
論
及
応
用
ヲ
教
授
シ
、
並
其
ノ

蘊
奥

う
ん
の
う

ヲ
攻
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
、
兼
テ
人
格
ノ
陶
冶

と
う
や

及
国
家
思

想
ノ
涵
養

か
ん
よ
う

ニ
留
意
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス 

 
 

 
 

 
 

 

蘊
奥
：
学
問
・
技
芸
な
ど
の
最
も
奥
深
い
と
こ
ろ
。
陶
冶
：
人
の
性
質
や
能

力
を
円
満
に
育
て
上
げ
る
こ
と
。
涵
養
：
ゆ
っ
く
り
と
養
い
育
て
る
こ
と
。 

 

第
六
条 

私
立
大
学
ハ
財
団
法
人
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
（
後
略
） 

 

第
七
条 

前
条
ノ
財
団
法
人
ハ
大
学
ニ
必
要
ナ
ル
設
備
又
ハ
之
ニ
要
ス
ル
資
金

及
少
ク
ト
モ
大
学
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
収
入
ヲ
生
ス
ル
基
本
財

産
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス 

 

大
学
令
に
お
い
て
は
、
大
学
の
目
的
（
第
一
条
）
の
ほ
か
に
、
私
立
大
学
に
つ
い
て

は
、
法
人
格
を
有
し
（
第
六
条
）、
設
備
と
基
本
財
産
を
有
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ

て
い
た
（
第
七
条
）。 

 

の
ち
に
立
正
学
園
評
議
員
と
な
る
阪
本
泰
護
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
馬
田
と
小
野
と

の
邂
逅
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
漫
画
本
編
三
四
ペ
ー
ジ
）。 
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私
が
立
正
大
学
社
会
学
科
三
年
生
の
時
、
社
会
問
題

研
究
会
の
総
務
に
な
っ
た
が
、
昭
和
三
年
が
そ
の
創
立

十
周
年
に
当
た
り
、
私
共
が
卒
業
期
な
の
で
何
か
記
念

行
事
を
し
た
い
と
考
え
た
。
会
長
は
馬
田
先
生
で
あ
っ

た
。
私
共
は
種
々
協
議
し
、
考
え
た
結
果
、
教
育
事
業

（
特
に
女
子
）
と
社
会
事
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
馬

田
先
生
に
報
告
し
相
談
し
た
所
、
私
共
の
心
と
熱
意
が

受
入
れ
ら
れ
、
大
い
に
や
る
よ
う
励
ま
さ
れ
た
（
前
掲

『
小
野
光
洋
先
生 

私
学
人
と
し
て
の
足
跡
』
七
七
ペ

ー
ジ
） 

 

 

阪
本
と
小
野
が
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
五
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
と
も
に
立
正
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
面
識
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
阪
本
は
、
社
会
問
題
研
究
会
の
総
務
の
役
職
に
あ
り
、
卒
業
年
で
あ
る

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
は
、
社
会
問
題
研
究
会
の

創
立
一
〇
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
の

実
施
を
馬
田
に
相
談
し
、
賛
同
を
得
た
の
で
あ
る
。 

 

社
会
問
題
研
究
会
が
女
子
教
育
に
着
目
し
た
背
景

に
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
深
く
関
係
し
て
い

た
。
大
正
時
代
と
い
う
民
主
的
な
風
潮
の
も
と
で
、

女
性
の
自
立
、
解
放
な
ど
の
機
運
が
高
ま
り
、
都
市

部
に
お
い
て
は
、
工
業
化
の
進
展
と
と
も
に
、
新
た

な
職
業
が
誕
生
し
、
女
性
の
就
労
機
会
が
増
え
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
事
務
員
、
店
員
、
タ
イ
ピ
ス
ト
、

美
容
師
、
バ
ス
車
掌
な
ど
の
職
業
婦
人
が
誕
生
し
て

い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
社
会
問
題
研
究
会
は
、
女
性
の
社
会
進
出
の
拡
大
、
女
性
特
有
の

職
種
の
増
加
、
教
育
機
会
の
均
等
を
め
ざ
し
て
、
女
子
教
育
に
着
手
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
視
点
は
馬
田
・
小
野
の
先
見
性
の
賜
物
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
と

き
馬
田
は
教
授
、
小
野
は
学
生
で
あ
り
、
立
場
の
違
い
を
越
え
て
、
女
子
の
職
業
教

育
の
実
現
に
邁
進
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
漫
画
本
編
三
三
ペ
ー
ジ
）。 

 

第
二
章
は
、
小
野
光
洋
の
生
い
立
ち
か
ら
日
蓮
宗
大
学
へ
の
入
学
ま
で
の
経
緯
の
ほ

か
、
馬
田
と
小
野
が
社
会
問
題
研
究
会
に
お
い
て
邂
逅
し
、
い
よ
い
よ
女
子
教
育
に

向
け
て
動
き
出
す
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
次
の
第
三
章
で
は
、
一
連
の
活

動
の
結
果
と
し
て
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
立
正
幼
稚
園
、
立
正
裁
縫
女
学
校
が

開
設
さ
れ
る
物
語
の
佳
境
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 


